
今
月
の
一
一
件
、
酒
に
酔
っ
た
十
九
歳
の
少
年
の
運
転
す
る
自
動
車
が
、
遊
路

沿
い
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ベ
い
に
衝
突
、
間
同
乗
の
…
一
人
が
間
即
死
す
る
と
い
う
痛
主

し
い
事
故
、
か
発
生
し
ま
し
た
。
警
官
ポ
の
謁
べ
で
は
、
少
年
た
ち
防
人
は
会
社
の

祭
で
}
簡
を
欽
み
、
慌
に
出
か
け
て
の
帰
り
、
百
キ
ロ
迂
い
ス
ピ

i
}
で

へ

い

に

激

突
し
た
と
い
う
。
年
の
瀬
が
押
し
つ
ま
る
と
「
師
走
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

人
や
物
の
動
き
、
か
急
澱
に
用
加
し
、
人
々
の
心
も
何
と
な
く
慌
た
だ
し
く
な
る

た

め

、

毎

年

交

逸

事

故

が

矯

加

し

て

い

ま

す

。

特

に

欽

病

運

転

に

よ

る

事

故

が

多

い

の

で

、

酒

を

飲

ん

だ

ら

絶

対

に

浅

転

し

な

い

よ

う

気

令

つ

げ

ま

し

ょ

う

。

今
年
も
、
ア
二
月
十
円
か
ら
来
年
一
こ
と
。

月
十
日
ま
で
の
一
か
月
間
『
散
梧
運
転
匂
」
厄
年
金
、
新
年
金
、
そ
の
他
溜
が
出

辺
政
曙
動
』
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
る
こ
と
が
子
想
さ
れ
る
会
合
へ
は
、
絶

今
年
の
重
点
目
標
は
、
事
窓
会
付
に
車
室
転
し
て
行
か
な
い
。

ら
海
恥
し
な
い
②
運
転
す
る
人
げ
れ
ば
門
家
躍
の
主
掃
に
お
願
い
}

絶
対
に
制
凸
ゲ
紙
ま
せ
な
い
∞
泊
を
飲
出
家
臨
等
が
、
散
酒
ず
る
こ
-
と
が
予
想

λ
だ
人
に
は
稽
吋
に
濯
転
さ
せ
な
い
戸
口
れ
る
会
合
に
出
か
け
る
と
さ
は
、
絶

の
一
一
ぷ
で
す
〉
対
に
車
宅
母
転
し
て
行
か
せ
な
い
。

ポ
ャ
援
繋
察
署
、
交
通
安
全
協
会
、
市
m
w
来
訪
お
で
虚
一
転
し
て
え
γ
だ
t
H
に
は
、

の
乏
峰
山
止
令
認
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
沼
嶺
を
出
古
な
い
。

P
Sじ
て
と
れ
ら
む
点
の
周
知
融
緩
に
∞
治
一
に
酔
っ
て
、
支
返
り
妨
宵
と
な
る

持
め
て
い
ま
す
。
ど
す
っ
ぞ
逼
な
た
か
ら
よ
ち
な
ふ
ら
つ
き
宇
き
を
し
な
い
よ
吉

も
、
家
族
や
写
く
の
人
々
に
、
次
の
点
止
ぽ
す
る
。

争んす
ρ
、
実
行
し
て
も
ら
う
よ
っ
呼
び
門
酒
類
提
倶
業
者
に
お
願
い
}

か
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
s

包
帯
を
運
転
す
る
か
し
な
い
か
が
一
計
百

う
争
欽
滋
遠
山
紘
の
追
放
し
て
い
た
十
三
車
彦
選
転
ず
る
こ
と

よ
{
運
転
者
に
お
結
い
〕
が
わ
か
っ
た
馬
台
に
は
、
周
期
の
提
供

対
①
「
一
一
な
い
覇
王
Y

る

。

献

金

主

空

、

手

照

宮

ぐ

ら

い

寝

台
ら
手
り
な
い
、
費
る
な
ら
散
ま
な
い
、
力
を
お
顕
い
し
た
い
。
そ
し
て
タ
ク
シ

片
品
乗
る
な
ら
飲
ま
せ
な
い
、
歩
一
だ
践
す
る
官
d
伊
判
明
さ
せ
型
転
を
さ
ぜ
な
い
。

L

1

-

在

一

重

麓

率

一

鞠

執

務

鴎

轍

鰯

~

騒

一

f

一

;
;
3
i
;
i
z
一

行
政
ヒ
の
反
則
告
に
と
戸
」
去
ら
ず
、
刑
ム
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
一
に
す
。

J
もこ

誤
宇
骨
む
ζ
、
ど
の
よ
て
つ
な
択
惑
に
こ
一
れ
が
い
わ
ゆ
ゐ
潤
酔
い
の
状
態
に
立
山
川
上
め
ざ
役
引
罰
金
が
川
村
せ
ら
れ
ゐ
己
一
方
道
路
交
品
、
υで
は
、
汀
融
市
一
月

め
な
る
む
だ
ろ
う
か
。
〈
で
に
、
も
っ
ζ
r
h
院
に
な
り
ま
す
。
本
と
に
な
っ
て
い
ま
す
そ
し
て
将
酔
い
噌
転
す
る
に
引
に
、
判
所
耐
供
し
た
り
、

企

雲

六

三

童

話

芸

捕

に

よ

人

患

っ

て

い

き

是

認

で

Z
起
一
記
事
語
、
さ
禁
日
付
は
勧
め
た
り
し
J
危
な
ら
な
い
と
宇
J
N氾

引
る
ベ
ま
ず
、
ほ
ろ
酔
い
寸
前
白
明
託
し
、
ほ
と
ι
ん
ど
不
快
感
ぞ
付
わ
な
い
収
こ
の
科
授
な
り
比
九
百
な
躍
長
が
で
一
き
品
し
て
い
去
す
o
m
川
越
荷
物
舟
混
入
f
l
v
f

じ

帯

ob一
定
だ
と
、
抑
制
が
と
れ
て
陽
気
け
が
起
こ
り
、
け
り
常
で
と
な
っ
て
山
と
思
っ
て
い
た
一
と
っ
解
し
て
も
、
別
れ
れ
f
a
h
お
い
、
立
河
川
た
め
の
河
一

と
に
な
え
よ
給
だ
川
崎
や
か
に
な
る
が
、
一
草
刈
が
に
ぶ
口
、
相
同
町
が
せ
ご
ま
っ
、
L
し
は
浮
い
ど
と
し
て
場
く
処
間
で
3

笠
荘
一
た
人
が
、
鋭
利
司
監
ド
前
日
υ
た

U
U
一
方
で
r
z
h
D
も
私
く
な
る

μ

患
が
パ
叩
て
ス
ヒ

1
4は
も
な
く
な
る
。
ζ
ん
る
と
い
う
り
川
も
め
J
4よ
9
v

雲

散

と

い
F

つ
ま
か
ら
m
p
ら
れ
た
と
い
ベ
ノ

川
崎
潤
し
一
仁
詩
弁
と
号
、
き
告
さ
が
な
な
益
還
、
ま
志
坤
凌
げ
よ
y

ん
で
の
唄
足
、
立
認
定
患
叫
が
あ
り
本
子

:&1UP手品し
F

ノ

引
〈
な
つ
ど
運
動
安
調
を
え
た
し
、
何
誌
が
あ
り
ま
せ
ん

市
山
配
力
も
減
退
す
る
。
た
と
造
業
こ

2
3
7
5謀
者

一

義

E
J

謬
棄
自
ノ
議

Z
J

?
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
酬
は
い
か
り
ら
E
M
引
の
J
-
d
d
L
は
雲
…
散
ん
で
の
暗
雲
必
ず
才
一
官
主

i
z
姦

黙

認

綴

8
1
蕗

繁

一

1

1

1

1

ゃ

料
支
の
ば
し
U
時
間
は
、
正
常
時
の
一
説
ゐ
と
河
川
崎
に
、
長
の
吋
じ
則
糸
、
い
わ
ゆ

山
に
、
さ
ら
「
一
と
よ
り
刊
ー
に
な
る
こ
刊
る
さ
考
委
と
京
い
に
た
い
て
き
…
記
代
主
に
欠
か
せ
な
い
詰
筆
者
語
、
徹
氏
し
た
取
り
持
号
一

部
一
倍
』
も
な
る
と
い
一
フ
。
い
ま
す
へ
戸
洋
び
車
生
は
一
月
リ
以
ド
な
お
足
り
物
で
す
が
、
雲
寺
え
の
ち
を
打
う
こ
と
に
な
っ
て
い
去
す
G

特
に

取
し
だ
か
つ
て
子
会
、
む
し
ろ
こ
の

2、
室
え
た
ほ
一
日
以
下
の
む
ヘ
。
っ
と
し
た
主
計
百
で
一
さ
明
日
-
怒
川
芝
山
下
恨
の
多
い
地
日
常
時
間
借

相
村
止
F
A
猷
ん
ず
万
が
能
引
が
噛
し
で
ぐ
る
潤
舟
τω
智
弘
は
代
以
に
ー
の
勺
仕
事
足
h
f
な
り
主
9
r

特
に
を
私
一
一
習
の
壌
調
そ
れ
に
町
出
り
場
や
飲
ん
民
自
民
、
手
の
出
向

山V

と一成
L

じ
て
い
て
も
差
占
と
し
V
L
H
U
危
は
い
門
戸
市
虫
色
と
い
っ
読
し
い
に
告
げ
ら
れ
主
運
転
は
「
正
言
語
一
一
、
取
り
付
き
の
苧
J
…
寄
与
い

り
~
J
J
で
あ
る
と
い
つ
こ
と
に
な
)
ま
す
ο

と
の
ご
す
J
h
一
そ
の
も
の
で
Q
J
J
た
主
た
品
、
事
告
J
て
い
辛
ず

守主f

:

i

:

の
取
り
締
ま
日
に
あ
れ
ぬ
J
、
事
位
向
b

し
か
し
こ
れ
ら
の
取
り
締
ま
り
に
も

ふ

一

!

?

襲

警

百

霊

童

2
一向諮問

J

こ
さ
い
主
る
と
、
つ
い
間
一
号
事
え
が

273翌
同
室
す
る
人

敬

一

議

警

護

富

L
Z議
議

懇

望

3
3ど
れ

l
一
互
に
や
一
ぽ
り
と
が
ち
で
す
o
n
し
も
そ
の
向
。
の
人
有
宗
長
ん
だ
ら

ま
っ
た
げ
と
り
つ
子
時
は
も
う
丘
い
の
運
転
し
な
い
、
さ
せ
な
い
r
と
い
弓
強
い

飲
酒
運
転
、
無
免
市
川
浩
転
、
二
十
五
い
っ
て
よ
い
ぽ
P
1
悼
の
之
宮
待
以
を
で
言

v

討
川
」
発
仲
ー
す
る
主
品
事
故
白
告
し
構
え
が
大
切
な
ヲ
。
ど
2
v
f
市
民
v
一

♂
以
上
白
ス
ピ
ー
ド
違
反
心
一
一
一
言
、
引
き
起
こ
子
可
括
性
弘
め
て
い
る
の
ぐ
は
二
万
よ
之
内
芸
名
百
舟
ぐ
る
み
の
散
耳
一
主
量
動
ぞ
忘
れ

交
巡
回
芳
と
し
ザ
キ
に
託
日
さ
れ
て
い
言
内
笠
寸
前
も
士
一
月
と
一
菩
問
し
っ
て
い
る
と
忠
い
去
す
。
な
い
可
お
r
口
い
が
け
叩
怠
主
口
い
、
m
M

圭
ナ
d
な
h
で
為
政
均
電
転
は
ぶ
J
f
と
ぐ
も
交
た
駐
車
道
町
九
九
恒
三
介
一
改
つ
が
っ
て
M
W
勾
叔
一
一
町
一
品
V
A
M
四
一
副
期
間
巾
、
る
い
沼
市
一
汀
ぷ
一
位
え
た
い
も
の
で
了
。

もし、 i議議李い連続で、事裁を設こしたら……
四辺市三戸空転は 6点。とれだけを、まず免(コの止処汁を受ける。そ

れに酒""い l主抵Cl2í;~Ü で育設を忌こせば、たとえ幌出放でそむ事故
白首ぽヵし、とれゑ'fiされても、 1年間の免!下叩¥l消しとなる。

関
市
が
、
青
少
年
育
ス
解
時
と
、
人
開
催
業
白
た
め
と
称
し
て

州
成
行
調
子
由
一
つ
と
し
い
る
が
、
川
柳
は
社
益
風
邪
中
身
潟
在
吉

川
で
実
臆
し
て
い
る
私
を
十
七
文
字
に
ま
と
め
る
の
で
、
も
白
を

州

の

捷

三

と

一

揖

14
聞
の
葬
み
つ
め
る
股
や
心
室
襲
う
こ
と
が
官
、
き

削
襲
は
、
自
民
万
一
口
が
十
二
る
。
大
先
議
荻
原
さ
ん
世
間
見
惑
っ
て
生
露

け
<
編
、
制
百
四
が
小
中
学
の
趣
味
に
し
た
い
の
で
、
月
一
回
の
句
会

州

出

生

か

ら

午

七

百

八

十

事

し

み

と

い

う

。

M
m
〉
む
「
九
白
応
鼻
が
あ
っ
父
親
は
市
議
一
一
…
期
、
日
時
功
持
者
ど
し

郎
た
。
乙
の
コ
J
h
提
言
て
叙
勲
〈
勲
一
等
単
光
旭
百
草
〉
吉
ぶ
れ
た

山
川
で
は
、
構
水
害
ん
白
人
だ
が
、
清
水
準
ん
兄
味
の
親
孝
行
と
仲

山
川
「
あ
い
さ
つ
に
つ
い
の
よ
い
乙
と
は
、
近
隣
で
五
有
名
で
、
学

山
川
て
ζ
石
っ
き
え
る
」
が
生
滑
に
集
)
ま
き
の
差
た
ち
白
人
気
暫

山
川
髄
秀
賞
に
選
ぽ
れ
、
の
的
だ
っ
た
。
青
少
年
指
導
員
争
委
綴
さ

山
こ
の
ほ
ど
A
長
か
ら
ま
滞
在
れ
た
u

れ

τ通
揮
四
年
に
な
る
か
、
近
ぞ
任
期
ど

刷

A
y
h
斗
は
対
一
一
が
案
外
少
な
か
っ
た
が
、
な
ゐ
の
で
一
時
に
た
童
書
書
い
て
初
め
て

山
内
行
口
地
域
連
帯
感
欠
如
へ
の
指
摘
や
反
投
稿
し
た
。
内
容
は
、
習
少
年
掲
議
員
と

川
省
、
へ
一
間
相
互
の
ふ
れ
あ
い
強
調
な
ど
、
い

2
2、
量
ど
し
て
、
息
子
的
中

川
体
験
を
中
、
仏
に
し
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
箆
学
時
代
の
名
選
だ
っ
た
一
少
問
中
一
と
白
ふ
れ

制
ん
だ
ち
の
が
多
く
、
特
に
清
水
吉
、
;
:
:
J
あ
い
宇
め
ぐ
白
、
大
人
と
し
て
の

附
ん
は
、
青
少
年
一
相
場
討
と
し
て
む
の
-
配
慮
と
勇
誌
由
な
さ
砂
反
省
、
地

州
総
明
か
ら
、
お
互
い
に
も
っ
と
声
ほ
'
一
域
の
東
み
た
ち
に
、
み
ん
な
で

川
附
設
が
け
あ
お
ろ
と
い
コ
去
で
、
一
会
八
一
言
か
け
て
や
ろ
う
と
い
ろ
提
言

州
内
容
、
重
と
も
に
警
と
、
事
罫
さ
で
、
今
も
な
お
そ
の

2
2と

別
立
長
H
長
崎
場
一
波
で
慌
耕
一
さ
れ
に
乙
J
が
踊
か
ら
臨
れ
な
い
と
い
う
。

?

~

。

鴇

正

今

提

ヲ

一

は

、

円

八

十

九

段

事

川
潟
市
小
さ
ん
は
、
東
京
芸

uza一
彫
ブ
品
三
日
間
A
T
~
一
闘
が
応
算
す
る
と
得

3
N伊

川
れ
一
。
作
品
鷺
山
川
山
閣
議
友
で
九
人
光
町
で

J

た
が
、
少
な
か
っ
た
と
開
聞
い
浴
綾

川
〈
一
一
閉
計
六
女
)
の
コ
一
次

b

戦
地
司
、
一
一
一
ロ
舟
小
外
に
思
っ
た
。
障
酸
か
ら
、
小
学

川
小
学
J
ま
ん
の
時
、
同
校
シ
去
に
犠
右
丸
一
位
の
指
識
は
お
互
い
さ
胡
の
広
揚

州
事
に
移
住
、
「
宗
管
パ
一
ヨ
礼
子
宮
引
の
で
問
題
は
少
な
い
が
、

山
川
ク
校
合
〈
寓
上
見
小
「
J
品
川
崎
〉
か
ョ
混
学
f
T
宵
め
た
中
学
生
や
高
校
提

山
ら
品
川
市
な
詳
て
高
訂
正
山
崎
を
卒

6
1
t
v

の
指
導
が
、
一
一
明
大
切
で
ベ
あ
り
む

山
山
史
、
だ
家
が
M
V
J
問
ず
る
学
ケ
穴

i

の
手
伝
い
ず
か
し
い
。
働
く
者
少
年
の
グ
ル
ー
プ
指

仰
な
と
し
て

J
王
将
に
語
上
一
民
し
た

ν
Z
Eに
大
切
で
あ
yJと
い
う
。
護

側
が
、
二
日
段
、
ま
だ
泌
尿
に
務
っ
て
さ
さ
ん
の
家
に
は
、
ラ
ジ
オ
は
あ
品
目
川
一
ア
レ

山
川
た
。
会
計
討
の
犬
(
同
七
歳
〉

F
6間
に
ピ
ほ
な
い
。
と
主
人
白
方
針
の
自
。

川
州
一
ぽ
(
長
な
一
局
一
一
一
、
仁
氏
拐
さ
)
が
あ
る
一
d
駅
に
近
h
y
静
か
な
往
宅
時
町
、
新
融
制
住

山川

f

U

戸
時
前
か
b
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
に
入
宅
白
ロ
ー
ン
と
、
二
児
の
大
学
進
学
に
心

山
川
り
Y
フ
一
フ
ノ
同
一
円
。
一
方
「
円
配
的
か
お
り
川
を
伊
け
、
コ
l
ラ
一
ス
と
川
柳
に
ス
ト
レ
ス

川
榔
「
な
で
し
こ
ん
ど
に
へ
金
、
女
流
川
州
併
殺
莞
敬
ず
ゐ
と
い

F

ぷ
同
広
さ
ん
の
一
明
る
い

川
川
家
、
品
川
長
瓦
絵
さ
ん
に
師
事
し
て
い
る
。
閣
に
、
充
寓
し
た
同
十
一
宮
の
主
婦
の
議

凶
ど
ち
ら
ら
ぷ
凡
な
い
h
副
議
か
ら
の
ス
h
レ
調
h
p
弓
た
。

民
授
に
、
川
榔
白

近
作
を
伺
っ
た
ら
、

ん
ノ
I
h
r
h
ゲ
撒
い
て

ι
「
駅
ま
で
の
前
町
議
が

勤
時
臼
の
分
譲
地
』

る
「
寝
中
を
訟
に
4
5

£

耕

し

た

H
の
護
』

韓
「
良
い
知
ら
せ
な
む

可
戸
川
や
来
な
い
コ
T

ル

島
ペ
ル
い

却
な
ど
白
書
舟
み
せ

の
て
く
れ
た
。
円
精
進

枇
事
り
た
い
。
住
所

少
は
、
平
草
市
八
重
咲

膏
館
一
一
一
!
~
九
。

〈
文
・
名
書
信
光
・

広
報
告
一
一
タ
j
w



十

二

月

と

い

う

月

は

替

が

短

く

、

新

し

い

年

金
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら

な

い

心

の

準

備

も

加

わ

っ
て
、
な
ん
と
な
く
気

ぜ

わ

し

い

月

。

そ

こ

で

み

な

さ

ん

に

特

に

気

を

スヮ、

@
@
@
@
 

1
月
5
日
か
ら

Q

一
一
一
一
一
し
尿
~

・
年
末
は
は
月
初
日
(
火
〉

で
一
平
常
と
す
行
う
。

・
年
始
は
1
月
5
H
〈
月
)
か
ら
平
均

内
ど
お
り
わ
っ
。

今
年
一
毘
授
の
ゴ
ミ
副
長
日
と
予
来
二
守
な
る
し
、
み
ん
な
か
会
見
り
す
る
。
司
内
燃
え
な
い
ゴ
ミ
〕
な
お
、
作
業
も
れ
の
な
い
よ
ち
安
若

年
間
最
初
巴
ゴ
ミ
収
集
目
白
色
刷
閣
が
、
次
一
な
お
、
年
来
年
舶
の
ゴ
ミ
は
平
常
の
一
・
年
末
は
口
月
幻
自
(
±
〉
一
に
指
閉
し
で
あ
る
が
、
一
一
一
十
日
午
前
出

白
と
お
虫
決
ま
っ
た
。
一
一
一
担
問
以
上
に
な
る
。
大
モ
コ
わ
の
ゴ
ミ
一
ど
お
り
収
集
。
一
ま
で
に
万
一
平
常
白
く
み
と
一
め
が
行
つ

地
域
に
よ
っ
て
収
集
日
が
患
っ
の
一
な
と
ほ
で
き
る
だ
け
阜
〈
出
し
て
い
た
一
・
年
始
ば
?
月
5
白

(
δ
?っ
平
常
一
て
な
い
場
合
に
は
二
ニ
十
日
白
午
挽
お

で
、
富
市
H
が
、
最
終
の
収
副
首
に
な
一
だ
き
た
い
。
一
収
集
?
り
つ
。
…
宅
の
抱
当
警
告
に
庶
出
家
時
点
描
を
し
て
い

る
か
、
ま
た
、
最
初
の
収
集
日
は
い
つ
一
門
燃
え
る
ゴ
ミ
〕
一
し
た
が
っ
て
、
口
月
お
円
か
ら
4
H
…
た
だ
さ
た
い
。

か
、
あ
ら
か
じ
め
礎
認
し
て
お
い
て
ほ
で
年
末
は
ロ
河
辺
日
(
ぷ
〉
ま
で
平
常
一
ま
で
は
収
壊
し
な
い
。
一
号
中
町
塩
楕
議
社
(
白
血
む
五
問
九
)

U
い

。

…

ど

お

り

収

録

一

門

ゴ

ミ

加

料

理

場

へ

の

富

山

門

持

ち

込

み

}

一

・

み

な

と

時

長

(n・
0
一
一
一
)

特
に
、
年
末
軒
艇
の
収
集
日
以
降
は
一
毎
年
始
は
1
月
5
H
(月
)
か
ら
平
常
一
・
知
大
ゴ
ミ
破
砕
型
車
場
町
宋
は
ロ
一
・
笛
土
担
、
字
、
〈
れ
・
一

C
五一五〕

来
町
稿
用
初
白
収
集
日
ま
で
必
対
に
ゴ
ミ
一
収
集
続
行
う
。
月
幻
目
。
町
新
は
1
月
5
Hか
ら
。
了
一
札
雨
漏
掃
〈
引

γ
一
一
九
七
)

者
出
苦
な
い
よ
ラ
に
し
て
ほ
し
い
。
一
し
た
が
っ
て
、

I
R
]刊
今

大

神

高

掃

作

rv人
時
(
閑
却
〕
・
大
野
百
業
(
日
・
四
一
吋
一
二
九
)

一
人
が
約
涼
点
在
絞
る
と
、
一
ま
で
は
収
銘
pf汀
わ

な

い

。

は

ロ

月

日

山
H
4前
中
ま
で
。
・
年
坂
崎
生
ハ
幻
一

mm広一
U

み

くださ
教務研究所穏談窓官(3D1350 

数時相談 a教育研究所職員・月曜臼~金調聾自・ 9O!i場15時

警少年相談室/青少年課内宮(22)1700 
青少理相談・青少年相談員・平目、宮時-16時，常設

雷(22)2711 
霊堂宵 相談・袋誌圏月，ホ・金 (9時 -17時〉土C12!時半まで

変通事故相談・毎週水際華日・ 10時 -16時王 8時半から受付〉

宅地建物相談・毎月第1金 10時"'-161時(8時半から却す銅版有〉

主主揮相談・毎月欝2、第3、 第4金曙B ・13時 -1邸寺
(8時半から受付人数倍限有〉

内職相談・毎還，)(闇民政曜日・ 2時-16時
・袋記置fく躍日・ 10時へ

寄湯舟 10時 -16時・

市民組談室/市役所管(22)170告
一般法待相談・弁護士・毎月第3火曜日・ 13日間 -16時〈人数制£毘有〉

へ擢生檀相談・人権強護委員・毎月揮1土曜a.13酷'-16時
仔政苦情相談・行政相談員・毎月第1士Z記日 .13時 -16日寺
鐙記相談・ 2司法書士・毎月第2，お麗尽 .13時-16時
宅地建物相談・l'下護士・毎月第1金曜日・ 13時-16時乙敷市J限有3
発籾考耳 f特許J相談・弁理士，毎月第 2;盟尽の月臨日 .10時---15時
下請取弓総額あっせん・県工業振興会級長・島月第3木曜日13時 -16持
消費往帯相談・悶費生活コYf!"Jレ虫Yト・毎i週水曜日・ 10持.-...-15時

議社会童室内務談皇室哲(33)お33
心配むと相談・毎週月曙日(第5を除0131時 -15時
母 子 相 談 ・ 母 子 相 談 員 ・ 平 目 、 E時'-15時30分・常設

セ寵児言首相談・家露児蜜桔談員・平日、昔時-16時・常設

・平臼 S時 3C玉村4寺号苦手勺常設



た
め
宅
地
を
必
婆
少
子
ゐ
方
で
、
同
己

の
家
毘
お
よ
び
七
地
の
ど
ち
ら
も
所
何

し
て
い
な
い
方
。

③
宅
地
分
譲
契
約
締
結
白
際
、
議
終
代

金
を
A
Y溺
納
入
で
き
る
万
。

@
土
地
引
き
換
し
の
日
か
ら
一
否
以
内

に
住
宅
自
建
顛
浄
品
元
日
出
で
き
る
方
。

お
現
在
同
居
し
て
い
る
親
族
が
)
人
以

上
高
る
万
、
ま
た
、
独
自
吋
売
の
場
お
立

川 i閤醸関援と忍本経済の展望川11.1川 1111

j葺島p NIH王監長行

j(fi!ilf 守男

き 1月13 火〉

午控2時から

と

一言童話でも請求できます-

E主な業務内容3
吾tっか本の受吋ヨ・~;g~;J正問得の受付交付

z 住E吉"s7ォレ巴交付づ図書の閲腎・ 1安出υ
・無職~JJ月f専の受付交付(ElJ官 r正窃は除く主

E取扱時間3
平臼 8'3Cから19 ∞まT
土曜日 程 3むからぽー 00まで

日
平現支社ホーノレ

ところ

主催平塚浦工事務所、エFー塚子"̂，

到なお、市役摂rtif思議でも戸地・住民照の電話受付けをしています

塚市役所叡ピル連絡訴すEL23-2753 



田
村
地
認
に
嫌
意
時
何
か
ら
ら
わ
る
よ
く
訪
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
.
と
り

町
村
ぱ
や
T
H砦
告
発
会
式
が
十
一
時
、
京
都
か
ら
き
た
業
人
(
殺
さ
白

川
九
日
神
間
小
学
校
で
わ
わ
れ
た
。
州
委
者
が
、
抽
型
γ

ん
の
出
夫
弘
か
b
ヒン

C
D
は
や
し
は
、
版
記
の
有
ぷ
ら
が
ト
争
開
て
、
編
閉
し
た
の
が
田
村
ば
や

義
吉
平
ど
に
近
〈
の
神
症
へ
木
刺
し
し
z
え
戸
山
と
ら
れ
て
い
る
。

て
い
た
が
、
岡
静
売
が
な
く
、
や
が
以
来
、
地
完
の
人
た
ち
が
事
訟
を
受
一

て
伊
え
一
行
く
運
命
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
け
織
さ
、
品
年
一
及
、
上
町
、
中
町
、
横

場
克
の
一
子
出
会
が
「
伝
統
章
、
ろ
う
」
宿
酌
白
各
町
内
会
か
ら
日
間
台
が
出
害
抗

と
間
十
八
年
末
な
ろ
か
ら
結
城
南
間
在
最
八
坂
神
社
へ
奉
納
し
て
日
き
た
が
、
最
近

一一ハ2J1合釘治、

ヰ

の続期です

E納期ごと過ぎて納めるとl[締金が加算されますヨ

今月

12 



館
内
騒
然
?
お
な
じ
み
と
な
っ
た
見
前
古
体
育
躍
の

ρ
み
つ
白
市
a

ジ
ア
ノ
ケ
ン
ポ
ン
お
姉
夫
九
日
L
勝
っ
た
ら
パ
ナ
ナ
ニ
本
あ
げ
る
ネ

恒
例
と
な
っ
た
平
坂
古
川
産
業
去
つ
り
は
、
ム
7
ヰ
で
第
四

泊
同
/
迎
え
、
先
月
一
J
i

一
日
か
ら

J

十
川
UJJ
し
で
の
一

日
間
、
間
見
附
台
ν仲
間
館
や
A
2
行
お
玉
川
町
川
河
沼
一
法
糾J
肘

い
で
に
ぎ
や
か
「
視
り
広
げ
ら
れ
た
す

あ
い
に
て
小
前
例
ぱ
ら
つ
く
町
第
い
王
伝
だ
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
と
〈
さ
ん
の
雨
民
が
全
壊
γ
口
比
二
理
λ
#
~

見沼川
A
U
値
育
館
で
は
凶
戸
山
川
販
売
に
協
力
じ
た
約
刊
イ
山

が
出
凶
し
、
氏
料
品
や
日
刷
耕
民
な

F
株
高
な
向
日
川
が
山
川

狭
し
と
長
べ
ら
れ
た

u

車
た
、
捜
水
時
駒
市
川
口
山
科
会
、
お

栽
眠
、
制
光
一
ヰ
寓
握
、

M
I
+問
、
か
Lζ
い
川
町
民
れ
と
な

お
た
め
の
拘
許
非
協
展
な
ど
丸
山
内
時
γ
問
倦
戸
れ
た
吟

一
方
、
組
打
点
に
人
河
で
は
-
市
立
キ
r

つ
わ
れ
同
性
ハ
~
引
と

し
て
「
門
ら
つ
か
と
mJ民
↑
止
」
山
川
間
か
れ
、
問
人
の
ア
イ
一
可

ア
hr
生
か
し
た
小
え
な
お
川
町
ト
し
人
気
が
寝
中
下
山
み

と
し
ゃ
山
車
(
だ
し
)
も
成
型
よ
〈
パ

ντ
工
所
川
ぐ

る
み
の
事
典
に
ふ
え
れ
レ
い
丸
仕
え
P
ぱ
り
あ
げ
て
ぐ
れ

た
ο

稜 jf1l6日〈金〉午後 E時見附台体青i穏

前出発、 19日午後9持部l醤 (31自4日〉

φ霊参加資格 市内抗告主、主主主的、在学者でlE歳以上回

鍵撲な男女

φ金 費 12，500円〈宿泊、交通盟会主J)

φ申込み会費を添えて見i行自陣宵館内

悼育課 (31'3060)へ。先着90名までロ

C申請r忍({五番号付言寺中波書〕を市民課窓口

にお;むしてください。

。住怒号は「住所Jと名のつくすべてのもの

に俣病される大切なものです。

*詳しいことは市災課〈沼.1700内 観 212コヘ
お問い合わぜ〈ださいの



ぜ
ロ
横
山
r
h借

り

ら

れ

ま

す

白

で

弓

マ

ス

テ

レ

オ

コ

ン

サ

ー

ト

ま

だ

間

見

鋸

空

し

て

い

な

い

お

子

さ

ん

は

〈

士

〉

日

時

音

楽

の

流

れ

凶

町
民
誕
生
し
て
下
さ
い
。
マ
ス
テ
レ
オ
コ
ン
サ
l
入
ロ
月
m
B
Y
沼
パ
ン
2

ピ
ノ
ノ
協
奏
曲
第
一
、

小
学
生
や
幼
児
に
は
、
保
護
者
む
万

(

J

)

日
時
ペ

i
ト
1
ぺ
y
「
交
二
世
ん
l
ピ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

(
P〉

ど
銭

7
5一
位
げ
い
て
あ
げ
て
ド
さ
響
語
九
晶
一
カ
i
十
ぺ
1
ム
指
捕
マ
こ
ど
も
担
回
全

1
月
同
即
日
(
呂
〉

い

。

マ

こ

ど

も

映

沼

会

ロ

月

幻

自

(

日

〕

ぬ

時

と

V
H

時
新
着
フ
ィ
ル
ム
紹
介

内
旬
以
軒
町
す
る
と
、
別
問
券
は
4
枚
も
羽
時
と
日
時
意
書
フ
ィ
ル
ム
紹
介
「
ア
ル
プ
ス
む
少
女
ハ
イ
ジ
」

ら
え
ま
す
。

1
枚
で
試
で
も
紙
芝
田
混
じ
「
ア
ラ
ジ
ン
キ
小
し
ぎ
な
ヨ
ン
プ
」
年
末
年
絡
の
休
館

も
1
冊
(
又
は
1
盆
〉
借
り
ら
れ
ま
マ
歳
末
特
別
企
画
ロ
月
幻
百
〈
土
U

マ
一
冊
週
月
曜
5

絵
本
会
議
、
紙
芝
点
、
レ
コ
ー
ド

7
0

日
時
ス
テ
レ
オ
護
老
人
品

♂
ど
も
の
凶
藷
d

は

綴

聞

は

2
週
間
、
同
じ
拘
信
非
で
2

一
一
一
三
守
山
県
i
i寓
勾

階
も
共
通
に
使
え
ま
す
。
桂
一
一
一
木
助

F
渋

さ
れ
て
き
た
。
特
に
本
年
は
じ
め
に
活
動
が
γ舟
け
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
和
港
南
側
に
枯
れ
山
水
の
情
緒
ら
の
多
く
の
グ
ル
ー
プ
は
組
問
少
討
会

あ
ふ
れ
号
ば
閉
が
疋
叫
し
、
人
討
を
館
で
の
仲
間
づ
く
り
を
玉
っ
か
は
り
と

県
作
品
平
墜
脅
少
時
会
館
は
、
宮
内
伊
能
め
で
い
る
〉
し
で
で
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

年
の
悶
臨
活
動
や
余
暇
詩
誕
の
均
と
モ
た
、
吋
館
に
は
、
コ
ー
ラ
ス
や
ぜ
ひ
利
用
し
て
い
た
だ
送
た
い
。

し
で
、
明
和
田
十

h
a
a
i

恥

j

'

P

J

来
年
一
一
万
喜
一

六

年

に

開

館

し

て

式

年

四

間

違

え

る

会

館

2
5
7

以
来
、
今
牟
L
1
月

:

j

i

!

d

唱

う

な

も

の

を

許

箇

宋

現

在

〈

四

年

十

利

用

者

は

鵠

万

人

に

も

及

ぶ

し

て

い

る

。

ι

か
月
〉
d

下

、

六

十

マ

世

間

少

年

の

教

養

山

八
万
八
千
人
も
の
勤
労
青
少
年
や
地
フ
ル
ー
ト
、
早
タ
ー
な
ど
の
台
讃
グ
シ
』
1
ズ・

1
月
訪
臼

5
2月
6
日

域
の
方
々
に
長
す
利
用
さ
れ
て
い
ん
i
プ
を
は
じ
め
、
油
絵
、
デ
ッ
サ
ン
マ
卓
球
コ
ー
ス
・

1
片
山
口
i
A
H切

る
。
モ
し
て
阜
く
も
来
年
一
月
に
は
陶
芸
、
主
義
、
章
、
閉
持
、
将
印
日

六
年
目
殺
与
え
よ
ー
っ
と
し
て
い
る
。
拠
、
一
刀
真
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
マ
陶
芸
の
つ
ど
い
・

2
月
幻
日

青
少
年
会
館
白
罵
措
は
、
地
域
社
フ
ォ
ー
ク
ダ
y
ス
、
京
'
剣
也
な
主
マ
や
よ
い
ま
つ
り
・

3
月
3
H
3
7

会
の
協
力
を
得
て
、
よ
D
よ
〈
帯
備
の
多
時
多
桟
な
青
少
牛
白
サ
ー
ク
ル
日

消費生活宅ニター30人によるJJ月の平均ι髄格

品 包単位小売活ス}パ」百貨占

ち D 祇 80C枚 16副司 171P3 222P3 
砂 糖白 1kg 296fT; 2841'1 281円
とう油 18~ 665円 一ー
しよう?出 2 ~ 424FJ 406FJ 4041IJ 
隠 〈 中 肉 100.1' 172fTJ 168内 1591'1
じゃがいも I国 JJ71TJ 125円 171円
みそ 1kg 250円 230FJ 2401'1 
天ぷら拙 450!J 1961'1 173円 172河
P、ロノミン 10K9 }.187f1] 一一 一一
小変粉 1k9 128円 12JlLl 131円
出 正'j2.65四 6621"J 6621TJ 663円
ト'!'1レッ 1
ベーバ 60m 1851可 168f司 182円



た方のために、母親教読者間きます

日持 1月 6日、 12臼、 19日、 26日
場所市役所B会議宰

申込み電話かハガキで。浅間ar9
(7)1 市保健衛生課電仁22コ1700内 組
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日
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口
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個
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w
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か
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~

~
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~

い
3
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粍

出

m

U
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行

口

巧

て
氾
窓
口
お
一
札
川
く

1
口

引

け

1
引

し

議

Y
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て

惣

L

月
け
り
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党

円

四

U

胞

3
し
す
っ
保

E
所

〕

時

1

1
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w

m

L
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山
犬
、
止
ま
も
坂

T
瞳
司
F

U

年
年
半

3
山

科

引

だ

児

中

し

を

平

探

録

、

児

mwmw
診
一
一
応
作
抑

制
一
町
一
町
一
一
一
一
…
山
時
間

m一
一
…
ウ
ム
活
…
明
日
ナ
ク
一
千
事
務
出
量
五
、
結
五
一
こ
ど
も
の
刊
誌
叩
で
き
な
い
状
態
の

3
E
j灯

刊

H
E妻
、

保

3
月

こ

一

す

ず

ザ

と

行

日

日

制

U

と

1

1
ヨ
一
↓
一
江
袋
一
丙
践
の
入
関
空
け
付
げ
を
一
応
に
限
ら
れ
て
む
る
。
な
お
、
旧
体
育
協
一

V
申
込
ぷ
次
の
寓
期
と
由
詰
問
を
h

塚

E
ロ

関

母

た

一

附

ヵ

2
7
2
叩
2
M
U
肝
一
来
年
一
月
じ
j
から一
J
つ
こ
と
こ
な
っ
一
新
設
等
こ
よ
り
主
主
の
員
票
ア
え
て
福
礼
事
禁
{
長
良
へ
。

平

誌

を

の

え

お

場

3
時

日

月

ぉ

時

H

m

2

1

2

i

f

p

v

一

l

一

健
知

ζ

ヨ

カ

盤

E
廟
醐
醐
醐

1

9
ク

E
額
一
関

1
タ

一

?

一

Zさ
を

い

る

。

一

市

附

自

主

雨

量

の

諜

税

額

毒

申
し
込
本
の
で
き
る
軍
民
ほ
、
同
一
一
間

h

マ
畳
付
け
昭
和
白
年
1
月
7
H〈
水
)
一
認
で
主
る
内
相
。

⑦
明
利
m
山
町
植
民
間
定
皆
産
相
の
課
税
額

空
保
認
で
き
る
書
類
。

伊
昭
和
回
年
分
酔
京
徴
収
玖
さ
に
は
附

和
刊
行
分
時
パ
ι申
告
の
守
し
と
、
明

町
内
山
好
ノ
片
確
定
申
行
げ
の
今
し
。

O' 25臼

1月 8日金田公民館

.. 9日 市役所B会議室

d' 16日土盤公民館

問い合せは午前中1;:
平塚市役所環境部保健帯是主軍

T E L (22コ1700 内線231・233

》どあらた!こ保櫨所の乳幼児瞳詩が加わりました

t_"災印む全壊は14品~15時

霊童巡回日程

12月16B 平塚保健所

民金田公民撚

!/ 17日 7自公民館

間中央農協士沢支;り7
4少 22日 横内団地集会場

出塁塁自公民館

ク 23汚損費公民館

民位原公Bミ鮫
1月14日大野公民間八附土民館

以降は次誌に掲載します。

豊富判定日

12月四日 平憶保健所

出金田止とL~鈴;

ク 19臼 丸日士会弘el!H
》夜中央農協ゴ 1[.，主，.】

タ 24日構内同地襲

京豊間公民食"

# 25日須賀公民館

出怯録公民館

1 fl16El 大野晶民間八幡土、民館

以降は次号に掲載します。

鳥海和
とりうみかず

合住所指賀1018 日本ヱγ}フ
Jルター株式会社にお勤めの烏説

私利 1さん仁3~1揖〉とシゲ子さんて27

歳)(7)長男。現在、 10か月で、身

長 73個、体重9.3勾 a

和ちゃんは、 97か月白から少し

主主初めたそうで、今臼は靴をは

いての記念写真。いつもおじいち

ゃんとおばあちゃんが遊んで〈れ¥

るそうで、 『己んにちは』と顕ぞ

さlデる愛さきょうのよい子だ， 50'1 
2 )守 2臼tt。

1月間日〈土〉

~13 臼〈火〉

ト
S臨書催物金場

語誌需離器
12月28ぉ8a寺30分~

続ラブパック

イ¥、.

どなたでも受けられます。当臼lよ
母子手帳を忘れてFに払えってさてく

ださい。

輔時間・午前 9 時30分~1印咋300

12月四日間UIÕ'Ï ..!~L~飢

と

-
h百
合
保
持
関
門
凡
野
町
計

!μ

・
い
ず
み
県
育
関
万
日
間
七
六

・
金
白
山
昨
芦
閥
北
金
目
四
五
九
一

・
八
幡
惇
青
路
四
日
d
m
二
三
五

・
大
町
川
町
背
劉
摂
坂
間
七
三
じ

-
m
明、
7
か
り
係
腎
問
問
岡
崎
時
間
九

・
柳
町
保
育
関
車
謹
一
二
三
五

・
中
原
保
育
関
中
原
一
一

I
3
新

き

ところ

C俗還月曜丹、祝祭臼の翌日

む年来年始は12月 28臼 ~1 月 5 日

※披露宴会場は来年の 3月、 4月分に、まだ

余擦がある

権畏センタ

.35人以下 120mワ-1400円
・50人以下 210C円-2200円
・80人以下‘ 2400円

C今 wJ8時 30分~午後4時 3C分

電 話 (32)2235 

開醐ご利用を

市民セγ 3<-1士、 10汚から新装オープソ

され、市民のみなさんのご利用をお待ち

しているじ

お
答
え
一
調
企
し
た
と
ζ
ろ
セ
ふ
利
介
だ
け
ま
い
」
と
い
ふ
つ
特
色
が

ー
ん
ヌ
マ
ン
白
一
方
的
あ
る
よ
ち
で
す
が
、
支
払
い
期
間
中

L
J
4て
あ
D
、
本
社
で
は
そ
の
〕
」
今
つ
に
セ
ー
ル
ス
マ
ン
か
ら
機
崎
戸
モ
デ

相
談
内
容

ι
k
T
U
N
-
千
円
の
釘
な
指
導
そ
し
て
い
な
い
の
で
、
当
初
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
た
の
で
ミ
高
い
五
へ

八日川で問
J
3
か
月
支
払
の
契
約
ど
お
り
の
ミ
シ
〆
島
引
き
渡
変
援
し
て
ほ
し
い
よ
百
わ
れ
、
声
執

っ
た
皆
、
ミ
シ
ン
意
見
け
取
ゐ
と
す
と
白
乙
と
で
し
た
c

b

k

要
求
さ
れ
た
場
合
は
、
モ
デ
ル
ナ

い

ろ

前

払

い

式

誤

診

/

/

、

j
q
c
'
I
q
J
t
L
A
1
w

ェ
ン
、
話
之
理
由
国

護

霊

号

、

ぇ

乙

p
gヲ

費

饗

夏

に

販

売

者

が

契

約

て
二
十
一
包
の
支
H
A

、
蔚
品
を
変
更
す
る

い

を

し

て

き

た

が

割

賦

販

売

は

で

き

な

し

と

と

が

で

き

な

い

し
で
]
ル
ス
マ
Y
か
長
成
陣
三
七
子
心
と
の
よ
う
な
前
払
い
式
割
叫
組
問
肌
克
己
と
に
な
っ
て
い
去
す
。

チ
ェ
ン
ジ
L
4ん
白
で
↑
、
割
、
一
会
釘
バ
は
主
に
ミ
シ
ン
、
手
編
み
機
、
ピ
ア
ま
た
、
品
物
が
な
く
な
っ
た
と
い
う

一
千
円
に
し
て
新
し
い
も
の
と
宅
約
ノ
、
ベ
ソ
ト
な
ど
に
利
用
苦
わ
て
い
間
合
は
、
新
制
一
μ
巾
引
の
胞
戸
で
質

変
挺
し
て
一
ほ
し
い
と
円
わ
れ
た
c

ま
了
ι

一
/
坦
灯
、
小
口
に
支
払
っ
て
宇
一
っ
か
、
解
約
す
る
と
と
で
す
。
解
約

納
得
で
き
」
な
い
の
で
論
究
し
て
ほ
将
来
必
要
と
な
る
ζ

ろ
に
品
物
室
し
た
雲
は
抵
払
い
在
喜
一
長
U

し

い

ロ

け

取

れ

る

」

「

前

払

い

で

あ

る

た

め

ま

す

。

〈

行

政

課

V

f三糧法合予防接溜〉

豊富対象.[第 1期]-3間受ける。

2歳 (24か月〉から4歳 (48か
月〉までの幼児一 (接種間騎は 2
包 3回とも 3選聞から8週間コ

ま第2期]-1，，]去をける。

欝 1前田 3副臼が得ってから 1年

ιuの期開設すぎた2緒 (24か月〉

から4藷 (48カコまでの幼氾

主主36:;7>万までに 1WJが完了しないと

2現のJB，1J!W妄挿が、 48か月までに

Eをけられなく立臼ますので、とま了

車交ください。

E第 3期 ] - ) 受Itる。
昭和51年 4 小学校入学予定氾

(50年10FJから月までにr主

11て〈ださい B それとL外の期間に

は受けられませλ〉

欝 3期はシフア破寓嵐混合

接種ですe

豊富時間.13H!i3C分 -1孫子まで。ただ



保
謙
譲
で
は
、
特
別
弔
慰
金
(
一
一

十
万
円
国
産
慣
宗
〉
の
請
求
手
続
き

治
行
っ
て
い
る
。
請
求
で
き
ゐ
方
は

昭
岨
初
年
4
月
1
臼
に
公
務
吹
助
桝

護
軍
年
金
導
の
受
話
権
者
が
な
く
、

次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
ヲ
ハ
喧
長
(
戦

没
者
の
認
可
能
父
母
、
孫
、
司
郎

姉
妹
〉
と
な
っ
て
い
る
。

企
朝
包
特
別
唱
慰
金
〈
一
一
“
万
川
出
瞳

皆
見
付
〉
の
受
給
者
。

③
昭
和
門
別
年
4
月
1
臼
か
ら
的
存
3

月
白
日
ま
で
に
、
公
務
技
計
問
料
、
遺

族
年
八
返
す
の
受
給
支
失
権
し
た
遺

族ロ

金
一
岳
地
ば
に
は
、
グ
-
ゴ

内
J
Y
w
n
が
無
く
、
舎
れ
小

学
校
ち
年
育
館
が
建
設
さ
れ
た
た
め

利
用
で
き
る
所
が
狭
く
な
っ
て
し
ま

い
、
地
区
レ
グ
旦
ェ

I
シ
ョ
ン
等
に

使
用
す
44
場
合
非
滑
に
織
っ
て
い
ま

す。
金
宮
地
ぽ
に
穴
き
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

宇
ぜ
ひ
造
っ
て
〈
だ
さ
い
。

〈
罵
田
市
川
清
一
氏
〉

…
お
答
え
現
在
、
市
内
自
グ
ク

ワ
ン
ド
の
設
麿
状
況
は

南
蔀
に
須
耐
用
務
器
、
車
部
に
市
民
ス

ポ
ー
ツ
広
場
(
神
田
〉
と
、
北
部
に

宏
一
都
住
運
説
広
場
〈
関
崎
)
の
三
か

所
が
あ
D
、
あ
と
一
か
所
西
部
地
区

に
建
設
伊
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
場

所
は
半
世
定
で
あ
D
、
宇
に
、
市
の
町

致
事
情
か
盗
実
現
は
相
当
先
に
な
の

そ
う
で
ず
。

同
」
指
摘
白
金
問
地
区

γぷ
/
ラ
ワ
ン

v
p
ぞ
と
い
う
ζ
と
で
ず
か
、
事
自
に

申
し
上
げ
て
、
現
況
で
は
不
可
能
で

、、
、、、、、、、、、、
、、、、、、

~ >3く
吋、、
ミ こち白山りには
、ミ

ミ ;九段気iJ'づかない小、、
ミ 'さな自然が、まだま

ミ だあります1 …度訪

ミ ねてみませんかョ
、
守、

i 庭に野 j;3を呼ほう
、、
2 野斗と却しくなるには、身近な ; ほかの烏も時i コてぐるのです。

一一一一一一一信言所へ問亨刺ぴ長せるむが一塁町 平塚の市街地でも、今まであげた

5す。冬休みに、ほやペラYダにOi 品のほか、 yグミ、 r シノけ、など

~ (えさ〉台を作ってみてはいかが ! 10種類くらいの烏ドまってぐる
子、
ミ でしょう。:はずです。

ミ 憶にをまくだけでも唱は集ま : 野鳥はまた、知だげでなく次も
守、 ι

5ってきます。しかし肱百では、ネ ; ほしがDまヲ o ィ断、広域Jこ;j(を入

5コにおそわれるζ とがあ白、鳥も j れておくと、水会飲むばか、水浴、
ミ茶話きません。そこで 1mほどの 寸 ぴをする楽しい光最も貼ることが

ミくい白上に平らな台をつけ、錨を j できまナ。池りあるノむは、野馬力宏
、 ‘
足おいてお〈ようにずるのです。 ョ 水浴びできるほいi吉行なれってや

足 踏恨つきのデラックス割、自動 !)ましょう。
ミミ 3 

ミ(r'')に館が補給される到なども工夫 i 餌台こいろいろな局が録、まるよ
メ セ

2して伊ることができます。野鳥の 。 うになったら、関税で烏合名を議
、
ミ写真をとろうという万は、部長1V べてみてくださいョそして馬力撞

ミ中から写せるよう、労掠や距離を 頚三とに毎日の出削与をつけてみ

Eあらかじめ考えて位置を訳めまし ; ましょう。それぞれの樟潤がどん
へ ー2ょう。必はパYくず、ヒエやアヲ、 ; な留が好きかも調べてみましょう

至ゴハジつぶなどで穴丈夫です。ミ : 問手にちがう穐類7う地J子ーミやこのると

ミカンの輪切l)をおくとヒヨトリ、 t 一方が相手士T邑い払うことがよ〈子 、，
2期した軒討をお〈とムクドy、ひま a 見られまナ。餌台に怯能ιま主円j凡宅c沼D旺頓頁、，
=わフの挿をお〈と力ゲヨヒヲがよ j 位も、記録してみ主ま長しよつ。
ご 〉予可

ミくやってきます。 司 野愚が銅台によく集まる町立、

5 はじめむうちは、たいていスズ : 館つ不足す一冬です@また野鳥カ雪

ミメしかやってきまtんが、スズメ i 人間の年える餌1にあまりたよkJ:r
、 盟

iかとばかにしないで間をやり続け : ざるようにならないためにも、台

3てください。スズえが安心して琵 ; は各だけにしておきましぷお

を食べているのを見之、だんだん ; ーお尋ねは博物館建設準儲議ヘー

市
教
青
決
で
き
な
い
心
心
問
題
が
ひ
そ
ん

で
い
る
ζ
と
、
ま
た
、

ζ
の
時
期

研
究
所

が
社
会
性
を
身
に
つ
け
る
大
切
な

軍
で
は
よ
く
し
ゃ
べ
為
自
に
、
時
で
あ
る
こ
と
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主

J

問
え
れ
ば
、
と

外
に
出
た
り
一
千
授
へ
行
〈
と
、
ひ
ど
も
軒
く
亨
え
て
な
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ゆ
き
に
径

と
こ
と
も
口
を
え
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な
い
よ
う
な
せ
ら
れ
る
崎
組
で
は
な
い
こ
と
が

子
ど
も
が
い
ま
す
。
と
の
よ
う
に
わ
か
D
去
す
。

話
す
と
と
が
専
に
つ
い
て
い
る
に
で
は
、
と
う
い
う
子
ど
も
に
対

ち
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
り
地
品
で
し
て
£
の
よ
う
に
駒
き
か
け
れ
ば

話
す
ζ
と
か
滋
ぼ
る
よ
う
に
な
っ
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
強
制
的
に

て
し
ま
っ
た
状
態
そ
v
場
胞
か
ん
し
ゃ
べ
ら
せ
た
の
、
交
換
条
件
そ

も
〈

LE
、
特
に
、
学
三
戸
ご
三
草
間
う
と
、
か
え
っ
て
子

械
が
そ
の
還
と
な
っ
た
/
一
弓
枠
内
f
主
的
〈
宅
セ
て
し

た
場
合
を
門
学
校
か
ん
綴

ν
hゾ
d
f
出
掛
ま
て
つ

C
と
が
あ
り
ま

あ
〈
さ
と
呼
び
ま
一
二
か
一
戸
持
咋
す
。
と
の
よ
う
に
広
仏

ナ
。
内
弁
躍
で
外
で
は

E
歪

罰

に

じ

か

に

働

ま

け

る

口
数
の
宇
な
い
J
ぷ
ん
と
務
~
ベ
ペ

μ
の
で
は
な
く
、
外
や
地

か
、
人
見
知
り
す
あ
子
主
唱
2
1
一一一

4
4
人
に
対
ず
み
緊
密
崎
、

を
よ
〈
日
比
か
け
ま
す
が
、
こ
こ
で
詐
戒
心
会
ξ
り
除
く
よ
万
鶴
き
か

と
り
高
げ
庁
間
磁
は
も
っ
と
時
端
げ
る
こ
と
、
自
信
伊
一
も
た
せ
、
話

な
あ
の
で
、
円
そ
さ
か
な
い
状
蹟
漢
に
あ
り
の
ま
宰
ふ
る
ま
え
石
自

が
慌
惜
の
か
な
り
の
部
分
を
ふ
円
分
浄
悼
験
さ
せ
テ
一
や
る
こ

εが
大

め
、
そ
れ
が
ひ
と
つ
の
生
活
行
動
切
で
す
。
お
母
さ
ん
方
は
、
ま
ず

と
し
て
別
内
慣
り
よ
う
に
な
っ
て
い
一
人
に
笑
わ
れ
る
」
「
外
で
は
ち

る
潟
ム
円
で
す
ロ
ゃ
ん
と
し
な
さ
い
」
な
ど
と
い
う

こ
う
い
一
つ
問
題
に
対
レ
て
、
周
子
ど
も
の
官
等
感
や
灯
人
的
緊
張

関
の
お
乙
な
た
九
は
、
と
一
ZJ
ず
れ
感
声
強
め
る
λ
い
万
九
府
改
め
、
子

ば
「
家
で
は
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
ん
ど
も
む
外
で
り
行
動
に
で
ヌ
忌
だ

だ
か
ら
、
そ
の
う
ち
に
し
ゃ
べ
る
げ
J
ゆ
し
な
い
よ
ち
心
が
目
て
み

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
」
〈
ら
い
ア
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

に
明
く
与
え
て
し
ま
い
が
ち
で
に
は
お
ほ
さ
ー
ん
目
白
河
が
社
会
に
向

7
0
し
か
し
や
か
ん
れ
れ
〈
』
と
い
っ
て
日
分
舟
潟
主
外
に
対
ず
あ
緊

ぅ

r状
の
背
景
に
、

fg討
に
は
解
長
ぞ
と
り
除
く
ζ
いど
J
b
必
要
で
す

く>i坦四日程 12JJl8日〈木〉午前高訳者校/19日(金〉
関西ペイント/24汀くホコ今後日とチ次ン工業/1

7日 Lガく〉了?ヲイ占ザf

一一一一ぐ〉一一一一く〉一一一回

ゃく〉ご協力高官がとうございましたく〉く〉

手ク官公をU京料Zコ号71本;、民的自t0 4:本、止民地l出守

治会123本、専売公也製造試験場91本、諸民有校no2'玉、

平塩ローターアクトクラブ79広、真土主区日合会55本、
匹之宮地d自治虫本企

*ま った浄財は、市内のおとしよ告や、

心身障害 者 や 、 病 気 等 で 十 分 働 ら く こ と

のでき な い 潔 ま れ な い 方 々 に 矯 ワ ま す 。
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